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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本オートケミカ

ル工業会(JACA)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの

申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これによ

って，JIS K 2396:1994 は改正され，この規格に置き換えられる。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任をもたない。 

JIS K 2396 には，次に示す附属書がある。 

附属書 1（規定）コーティング剤の種類分類方法 

附属書 2（規定）フローカップ試験方法によるコーティング剤の種類分類方法 
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日本工業規格          JIS 
 K 2396：2006 
 

自動車用つや出しコーティング剤 
Coating polish for automobiles 

 
 

1. 適用範囲 この規格は，自動車の車体塗装表面保護に用いるつや出しコーティング剤（以下，コーテ

ィング剤という。）について規定する。ただし，はっ水性のないコーティング剤及び 2 液性タイプのコーテ

ィング剤には，適用しない。 

 

2. 引用規格 付表 1 に示す規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成

する。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

 

3. 種類 コーティング剤の種類は，表 1 による。 

表 1 種類 

種類 形状 記号 
1 種 
2 種 
3 種 

 固形(1) 
 ねり状(2) 
 液状(3)(4) 

CH 
CS 
CL 

注(1) 附属書 1によって測定したちょう度が 120以下で，

常温で表面変化がないもの。 
(2) 1 種及び 3 種に該当しないもの。 
(3) 附属書 2 によって試験し，流出時間に関係なくフ

ローカップから全量流出可能なもの。 
(4) エアゾール製品は 3 種に相当するものとして評価

する。 

 

4. 品質 コーティング剤の品質は，9.によって試験したとき，表 2 による。 


